
JP 2011-505363 A5 2014.1.9

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年1月9日(2014.1.9)

【公表番号】特表2011-505363(P2011-505363A)
【公表日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2010-536109(P2010-536109)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 455/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4375   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 455/06    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/4375  　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ  49/00    　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年11月18日(2013.11.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６７】
　ＶＭＡＴ－２に対するα－フルオロアルキル化合物の結合親和性の測定
　本発明によって提供されるα－フルオロアルキルジヒドロテトラベナジン化合物３１、
３２及び２－エピ－３２に関してＶＭＡＴ－２結合親和性を測定した。ＶＭＡＴ－２結合
親和性の測定は、プロトコルＣａｔ．Ｎｏ．１００－０７５１を用いてＮｏｖａｓｃｒｅ
ｅｎ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（ハノーヴァー、米国メリーラ
ンド州）により実施された。Ｎｏｖａｓｃｒｅｅｎ，Ｉｎｃ．は、製薬業界のための生物
学的アッセイの商業的提供業者である。結合親和性データを以下の表１５に示すが、これ
らは本発明のα－フルオロアルキル化合物がＤＴＢＺ対照品（比較例１）に比べて非常に
高い結合親和性を有することを例示している。α－フルオロアルキル化合物３１、３２及
び２－エピ－３２で得られたデータは、環位置３のフルオロアルキル置換（これは、ＴＢ
Ｚ及びＤＴＢＺに対して、環位置３の基のサイズの変化と親油性の変化とが組み合わさっ
た構造変化であり、生物学的活性分子の水素をフッ素で置換する場合に必ず生じる不確実
性を伴う。）の予想外の寛容性（トレランス）を示している。加えて、ナノモル（ｎＭ）
濃度単位で表された結合定数Ｋｉは、ＶＭＡＴ－２バイオマーカーに対する本発明のα－
フルオロアルキル化合物の非常に高い親和性を表している。
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